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図 月 「 本周辺海域 （図 赤枠）における図. 8 月の「日本周辺海域」（図1 の赤枠）における
月平均海面水温の平年差の時系列(1985 年～(
2010 年：単位ϴ) (報道発表資料平成22 年9 月9 日気象庁)



2010年8月下旬の水温

平年偏差図
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今年 海で何が起きている？今年，海で何が起きている？



JAFIC海況日報（沿岸詳細版） 海面水温の変化

平成22年9月4日 平成22年9月28日 平成22年11月2日平成22年9月4日 平成22年9月28日 平成22年11月2日
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海洋生態系の生物多様性保全と持続的漁業を目指す生態的アプ
ローチ
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トロール漁業による海底生物の多様性の減少 



MPA  禁漁区禁漁区

• 全域で恒久的な禁漁措置が実施されるMPAは全域で恒久的な禁漁措置が実施されるMPAは

むしろ少数派。国際的な多数派は，保護と利用
を調整する持続可能な開発志向のMPAでありを調整する持続可能な開発志向のMPAであり，
禁漁措置は選択肢の一つにすぎない

MPAが今日脚光を浴びているのは，禁漁区とし

てではなく「保護と利用のバランス」をはかる海てではなく「保護と利用のバランス」をはかる海
洋管理手法としてである

MPA 禁漁区(N k )MPA＝ 禁漁区(No-take zone)
MPA＝ サンクチュアリーサンクチ アリ

加々美（鳥取環境大，2007）



加々美氏の提言

国際的な趨勢は 「 Aを設定するか否か では国際的な趨勢は，「MPAを設定するか否か」では
なく「どのようなMPAを設定するか」

いずれの国でも，依然模索段階にある

日本からあるべきMPAの姿を提案し，それを世界日本からある き の姿を提案し，それを世界
に発信できれば，日本は「もう一度」，MPAを先
導することができるだろう導することができるだろう

そうすれば，海を守り，食を保障する持続的な漁業
づ がへと近づくことができるだろう



水産環境保全委員会研究集会シンポジウム
「海を守り, 食を保障する持続的漁業

海洋保護区と自主管理型漁業」

2007年9月28日
北海道大学水産学部

－海洋保護区と自主管理型漁業」
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図１ 知床世界自然遺産地域
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(左図：JODC,http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN9/sodan/kaiteitikei/japan006.jpg )

（右図：知床世界自然遺産地域管理計画より引用）



知床方式とは？

海を守り食を保障する持続型沿岸漁業の創成

床方

⅛ʫ Ḣ ẉѫ Ḍ ֻ Ḣ

計画の目的 海洋環境・海洋生態系の計画の目的

○ 海洋生態系の保全と持
続的な水産資源利用によ
る安定的な漁業の営みの
両立

海洋環境 海洋生態系の
保全 

両立 

安定的な漁業の営み
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両立 安定的な漁業の営み
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知床世界自然遺産地域多利用型
統合的海域管理計画体系図
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採捕制限

鳥獣保護法・漁業法

保護管理等の考え方

（調査・モニタリング10項目）

᷂ḢК Ḣ ͪЋ᷂ḢК Ḣ ͪЋ

海洋環境や生
態系の動向把
握

保護管理

保護管理等の考え方
（調査・モニタリング4項目）

Ὶ ṑ
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汚染防止措置

油防除対策
保護管理

両立両立
（調査・モニタリング1項目） （調査・モニタリング7項目）

捕獲の禁止

保護増殖事業

鳥獣保護法・種の保存法・

有害物質の排出規制

油汚染事件への準備
水質汚濁防止法・海洋汚染防

ѫ ὄὑѫ ὄὑ
ᵣr

海鳥 海 保護 策

˺

鳥獣保護法 種の保存法
文化財保護法

観光船 航路 遵守
許可漁業、TAC

水質汚濁防止法 海洋汚染防
止法・北海道海面漁業調整規
則・北海道地域防災計画

海鳥・海ワシの保護対策
漁業への影響の軽減

資源管理

˺
観光船の航路の遵守

利用ルール

許可漁業、

自主的な禁漁区の設
定など

国立公園利用適
正化基本計画

漁業法・水産資源保護法

国連海洋法条約・資源管理協定

自主管理

（調査・モニタリング8項目） （調査・モニタリング1項目）
自主管理

サケ類の河川遡上
の促進

河川工作物ＷＧ

陸域－海洋生態系
相互作用の保全



（３） 各種構成要素の保護管理等の考え方

■知床の海洋生態系を６つの構成要素に分類し，それぞれの構成要素毎に

現状，課題，保護管理等の考え方を記述

■魚介類，海棲哺乳類，海鳥・海ワシ類について知床の海洋生態系を特徴

付けるものを指標種として選定

知床海洋生態系の構成要素と指標種

付けるものを指標種として選定

知床海洋生態系の構成要素と指標種

・海洋環境と低次生産

・沿岸環境沿岸環境

・魚介類： シロザケ，カラフトマス，サクラマス，スケトウダラ

海棲哺乳類: トド アザラシ類・海棲哺乳類: トド，アザラシ類

・海鳥・海ワシ類： ケイマフリ，オオセグロカモメ，ウミウ，オオワシ，オジロワシ

その他 海洋 クリ シ・その他： 海洋レクリェーション
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図７（桜井）

 知床生態系の順応的管理 
実行 

β生態系は 

○ 非常に複雑で不確実性が大きい 

○ 絶えず変動する非定常 

計画 モニタリング 

○ 境界がはっきりしない解放系 評価・モデリング 

 
○ 生態系の構造と機能を維持できる範囲内で自然資源の管理や利用を行うために

既存のデータ・知見 順応的管理 

○ 生態系の構造と機能を維持できる範囲内で自然資源の管理や利用を行うために，  
   変化の予測やモニタリングを実施し，管理や利用方法の柔軟な見直しを行う管理  
   手法 
 

○ 持続的な水産資源の利用による安定的な漁業を維持するため スケトウダラでは○ 持続的な水産資源の利用による安定的な漁業を維持するため，スケトウダラでは

       ＴＡＣ制度に基づく漁獲量の制限等，シロザケ，カラフトマスでは人工ふ化放流事   

       業における計画的な種苗の放流など，既に順応的な管理を実施   

図７ 知床生態系の順応的管理をベースとした持続可能な資源保全管理



6 ヒグマウミワシ類

○ 知床海洋生態系食物網図○ 知床海洋生態系食物網図

漁業

5

6 ヒグマ

海鳥類鰭脚類

ウミワシ類

サメ類 イルカ類
トド

マダ
ラ サケ類

エイ類
アイナメ類

サバ

マグロ類
タコ類 ブリ

カレイ類4

ホッ
ケT
L

イカ類
スケト
ウダラ

サバ

メヌケ ソイ類

類

3
サンマ カタクチイワシニシン

髭クジラ類キチジ

ハタハタヒトデ類 コマイ

ナマコ ホヤ

イカナゴ類

2 動物P
ウニ類

サンマ

マイワシ

カタクチイワシニシン

多毛類二枚貝類 巻貝

エビ類カニ類

ハタハタ

その他魚類

ヒトデ類 コマイ

ナマコ ホヤ

1

ウニ類
多毛類

植物Pﾃﾞﾄﾗｲﾀｽ
海藻

二枚貝類 巻貝

0

海藻

知床世界自然遺産地域科学委員会・海域WG作成



夏・羅臼水域
湿重量組成

：>80%
50 80%

֔200mm：小型群
֔ 300mm：中型群
＞301mm：大型群

ホッケ

マダラホッケ
大型群

キチジ ソウハチ

5

：50~80%
：20~50%

＞ 大型群

：動物プランクトン
：ベントス

スケトウ

コマイ
ソウハチ

エゾ
メバル

アカガレイ

4

： ントス
：ネクトン

ホッケ
小・中型群 スケトウ

ダラアサバ
ガレイ

キタノ
ホッケ

4

le
ve

l

ヤナギ
ノマイ

小 中型群

ヒレグロ

3

ro
ph

ic
 

魚類
頭足類

2

Tr

カニエビ

1
オキアミ 多毛類

クモヒトデ
クーマ 加藤他（2010）



知床海域の食物連鎖
斜里
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加藤他（2010）



（３） 指標種

ᵑ ◘◔

○ 自然産卵の遡上を確認し 河川工作物による遡上障害○ 自然産卵の遡上を確認し、河川工作物による遡上障害
を実行可能な範囲で回避

づ○ 漁業法等に基づく採捕の禁止措置や人工ふ化放流事業
などにより，適切な資源の管理と持続的な利用を推進

○ 回遊・遡上産卵に関する生物モニタリングや集中調査の
実施



② スケトウダラ

○ 海洋生物資源の保存及び管理に関する法律に基づく採捕量の
上限の設定

○ 漁業団体が締結している資源管理協定による未成魚の保護措置

○ 地元漁業者による産卵親魚を保護するための操業の自粛期間○ 地元漁業者による産卵親魚を保護するための操業の自粛期間
や区域の設定，刺し網の網目制限などの自主的な管理を実施

各種会議 究者 を 資 管○ 各種会議や研究者間のネットワークを通じたロシアの資源管理
等に関する情報収集



Quantitative composition of pelagic fish community in the 
Sea of Okhotsk in 1980s, 1990s, and 2000s (2000-2005)



2050年に海水温が2ϴ上昇，2099年に4ϴ上昇する
と スケトウダラは？

2005
t bl
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t blt bl
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stable
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と，スケトウダラは？
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decrease
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　extinct
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　extinct

stable
decrease

　extinct

Walleye pollock



もし，オホーツク海から海氷が消える
と？と？



③ トド
○ 漁業法に基づき 採捕数の制限のもとで管理し来遊状況や○ 漁業法に基づき、採捕数の制限のもとで管理し来遊状況や
漁業被害の状況を踏まえてトドの管理を実施

○ 採捕数については 北海道沿岸への来遊頭数のデ タに基○ 採捕数については，北海道沿岸への来遊頭数のデータに基
づき算出し，また，トドの生態，来遊頭数などの調査・研究や
漁業被害状況を把握漁業被害 を把握

④ アザラシ類

○ 生息実態等の長期的なモニタリングや漁業被害調査を実施
するとともに，鳥獣保護法に基づく捕獲許可制度の適切な運
用を図り その保護管理を推進用を図り，その保護管理を推進



北海道日本海沿岸でトド
の漁業被害がの漁業被害が

1990年代から急増！
44°

N=242
雄冬岬

1990年代から急増！

雄冬岬①

②

③
⑥

N=242

N=123

石狩湾

③

札幌 丘珠

カムイ岬

④⑤

札幌・丘珠

141° 142°

43°

2001年3月初めのセスナ機によるトド
調査 カムイ岬



【Cold regime phase, 1970-80s】 【Warm regime phase, after 1990s】

Feeding migration for winteringFeeding migration for wintering

【Cold regime phase, 1970-80s】 【Warm regime phase, after 1990s】

Feeding migration for winteringFeeding migration for wintering

【Cold regime phase, 1970-80s】

Northward migration for breedingNorthward migration for breeding

【Warm regime phase, after 1990s】【Cold regime phase, 1970-80s】

Northward migration for breedingNorthward migration for breeding

【Warm regime phase, after 1990s】
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関係行政機関が地元自治体その他
関係団体等との緊密な連携・協働の
もとに管理
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よる会議
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観光，自然探勝，登山，釣り等の利用によって自然環境に支
障を及ぼすことのないよう適正に行うとともに、エコツーリズム
を推進する。

ꜘ
関係者は連携してモニタリング・調査研究
を行い，その結果に応じて遺産地域の管
理方法を柔軟に見直す

を推進する。
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図２． 知床世界自然遺産地域の適正な保全・管理を目的とする各種委員会，協議会および管理計画の連関図



知床世界自然遺産地域科学委員会（2010年2知床世界自然遺産地域科学委員会（2010年2
月16日，札幌，環境省釧路自然環境事務所
提供）

IUCN，ユネスコ世界自然遺産委員会

による現地ヒアリングと視察風景（羅臼
漁協）（2008年2月20日）（環境省釧路自
然環境事務所提供）
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海を守り食を保障する持続型沿岸漁業の創成
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